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こと（両親の関係とか、異性との距離感とか） 、つまり「普遍的」な要素も日記の大きな魅力だ。しかし日記（あるいは手紙）で一番大事なのは、それ以外の第三の要素なのではないかと思っている。それ 「一見普遍的に見えるけれども、その時代固有の文脈のせいで起きていること」 。たとえば、母親やデュッセルさん、ファン・ダーン夫妻など隠れ家にいる人々 アンネ 衝突。そういう喧嘩自体は、どこにもあるようなありふれた出来 だ。し し、もしこれが隠れ家でなく、いつでも自由に出ていくこ がで る状況ならば、ここまで衝突がこじ ること かっただろう。しかし閉鎖空間に閉じ込められる いう息苦しさが机の利用権、食器の使い方と った、それ自体 してはどうとい ことの い日常的な摩擦を 大きな感情的衝突へとこじれさせて まう。そしてまさにこの第三の要素において、 「歴史」と「普遍」は繋がり、複雑に絡み合う。 「普遍」の観点から個別を裁断 てしまうのでもなく、しかし「当時は当時」と割り切ってしまうのでもない、スリリングで動的な歴史像。そういう、普段の講義ではなか か伝えづらいイメージがきちんと学生に伝わるとい 実感があった。　
私のライフワーク（の一つ）は、ドイツ兵が第二次世界
大戦中に書き記した手紙（野戦郵便） 解読だが、そ 面
白さも基本的には同じである。駐屯地で出会った女性と兵士の不倫関係。あるいは、占領地で出会ったベルギー人女性とドイツ兵のラブレター。一見、どこにも溢れている男女関係の記録でしかないが、休暇をどのようにとるか、郵便をどのようにして受け取るか、できた子供をどのように認知するか、自分たちの関係にどのような未来があるのか、こうした問題にことごとく当時の文脈が深く関与してくる。そしてそうした歴史の「現場」 ら、 新しい「政治」や「社会」のイメージがおぼろげに浮かんでくるのである。
　
私が大学に入ったころ、その後ナチズム研究へと歩みを
進めていくうえで、いま思えば重大な出来事が二つあった。一つは、映画『シンドラーのリスト』が公開されたこと。もう一 『アンネの日記』の完全版が日本語で刊行されたことだ。　
前者は、今となってはナチ映画の「古典」 。今日にいた
まで陸続と発表され るナチ関連映画 基盤と言ってよい。映画そのものに 深く感動したものの、 「ホロコーストの描き方は果たしてこ でよいのだろうか？」という漠とした違和感が、 「ナチ体制におけ ふつう 人びと」いうその後の研究テーマに繋がった うにも思 。　
だが、当時は知る由もなかったが、研究者としての私の
「かたち」に大きな影響を与えたのは後者だった。性の目覚めや母親への悪口など、それまで伏せられていた箇所
含めて初めて刊行されるということで、正直あまり上品とは言えない好奇心から本書を手に取った。しかし、読み始めるとこれが抜群に面白い。伏せられていた箇所が読めるということが面白いのではない。他人の日記を読むということが、とにかく理屈抜きに面白いのだ。何かこう、いままでは「歴史」 して理解し いたものが、突如「人間」として現れてくるような。そこま わかる か、そこまで当時の人びとは語っていたのか、という驚きと興奮　
以前勤めていた女子大では『アンネの日記』を演習の素
材 使っていたのだが、これを読むことで学生の歴史に対す 感覚の「何か」が変わるという実感 あった。ユダヤ人だから、戦争中だから、占領下だからという、その時代固有の要因を理解するこ はもちろん ても重要。そして、思春期の少女 あればおそらくどの国でも思 煩うようなおのでら・たくや
　
世界言語社会教育センター特任講師。主な著書に、 『野
戦郵便から読み解く「ふつうのドイツ兵」――第二次世界大戦末期におけるイデオロギーと「主体性」 』 （山川出版社、 〇一二年） 。主な訳書に、ゼンケ・ナイツェル、ハラルト・ヴェルツァー『兵士というもの――ドイツ兵捕虜盗聴記録に見る戦争の心理』 （みすず書房、二〇一八年）がある。
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